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令和４年度 事業報告書  

 

 

第１ 交通情勢  

   令和４年中における県内の交通事故発生状況は、次のとおりである。 

     ○ 発生件数  １，５１１件 （前年比 － ５５件 － ３．５％） 

          ○ 死者数      ３７人   （前年比 ＋  ２人 ＋ ５．７％） 

          ○ 傷者数      １，８１２人   （前年比 － １８人 － １．０％） 

   発生件数、負傷者数は、１９年連続で減少したものの、死者数は３７人で、昭和２

３年以降で最も少なかった昨年を上回りましたが、２番目に少ない死者数となりまし

た。岩手県では、令和３年度を初年度とする第１１次岩手県交通安全計画を策定し「令

和７年度までに年間の交通事故死者数を３０人以下にする」という目標を掲げたが、

高齢者が関係する交通事故の割合が高いほか、自転車利用者・歩行者が犠牲となる交

通事故や飲酒運転といった悪質・危険な違反が後を絶たないなど、まだまだ県内の交

通情勢は予断を許さない情勢にある。 

 

第２ 協力会費の収納業務  

    盛岡運転免許センター等における入会状況は、次のとおりである。 

      ○ 更新会員 ８，４３７人（前年度対比－  １，２６６人 －  １３．０％） 

      ○ 新規会員   １９９人（前年度対比－     ８１人   －  ２８．９％） 

          計  ８，６３６人（前年度対比－  １，３４７人 －  １３．５％） 

   協力会費の総額は、１９，７２７，５００円（前年度対比－３，１５７，５００円、

－１３．８％）となり、入会者の住所地を管轄する地区交通安全協会（以下「地区安

協」という。）に送付している。 

 

第３ 会員対策の推進  

 １  窓口業務の推進状況 

  (1) 岩手県交通安全協会（以下「県安協」という。）では、各種活動を通じて、協会

の役割や具体的な活動内容等を説明しながら入会の勧誘を行った。 

  (2) 盛岡運転免許センターでは、交通安全協会（以下「協会」という。）の活動に対

する理解が得られるように、協力会費の趣旨や活用方法等を記載した看板を協会窓

口に掲示しているほか、運転免許更新者用入口に設置してあるテレビで協会の活動

事例等を紹介するパワーポイント映像を放映し、入会の勧誘を行った。 

    また、交通安全活動協賛店制度や交通事故見舞金制度、チャイルドシート等の貸

出など、会員特典を説明するとともに、希望者には運転免許証ケースのほか、セー

フティドライブマップ岩手を配付して入会の勧誘を行った。 

  (3) 公共の場所となることから、入会の勧誘に当たっては誤解を招くような言動を行
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わないこと、あくまでも任意加入であることを説明するよう配慮した。 

  (4) 盛岡運転免許センター内に協会の活動を紹介したポスターを掲示した。 

  ２ 交通安全活動協賛店制度の推進状況  

   平成３１年４月１日から交通安全活動協賛店制度を開始し、各種会合やイベント等

あらゆる機会を捉えて新たな会員特典の周知を図りながら入会の勧誘を行った。 

   本年３月末現在、交通安全活動協賛店数は、２５３店舗となっている。 

 ３ 体験型講習会等における推進状況 

   各種講習会やイベント等において、自転車シミュレータやクイック・アーム等の教

育資器材を活用した体験型交通安全教育を行った際には、協会の役割や具体的な活動

内容等について広報しながら入会の勧誘を行った。 

 ４ 広報活動の推進状況 

   マスコミを通じての広報を実施したほか、当協会ホームページに各地区安協の交通

安全活動等を写真で紹介した。 

   また、若年者の入会向上対策として、スマートフォンサイトを設けて協会の活動や

入会特典等の広報を行った。 

 

第４ 交通安全対策の推進 

 １ 活動の推進状況 

   警察及び関係機関・団体との連携を図り、岩手県交通安全対策協議会（以下「交対

協」という。）が主唱する令和４年度「正しい交通ルールを守る県民運動」実施要綱

に基づき、次の活動を重点として推進した。 

  (1) ライトの早め点灯・反射材用品等の着用 

    夕暮れ時・夜間の歩行者が関係する事故は、発見の遅れが要因の一つであり、特

に９月以降、日没後の重大事故が多発することから、相互に気付き気付かせる「ラ

イトの早め点灯」「反射材・ＬＥＤライトの着用」等の「３（サン）ライト運動」を

推進した。 

        「３（サン）ライト運動」とは、 
     ① ライトの早め点灯、原則上向きライト（ハイビーム）走行 
         ※ ９月２１日（秋の全国交通安全運動初日）から３月３１日までの間は、午後４時から    

のライト早め点灯を呼び掛ける。  

     ② 反射材用品、ＬＥＤライト等の着用 
     ③ 左からの車、右からの横断者に注意 
          をいう。 

  (2) 運転者の歩行者保護意識の醸成と道路横断者の交通マナーの向上 

        道路横断中における歩行者の事故を防止するため、運転者による横断者の有無の

確認と歩行者優先の徹底、歩行者の横断時における「止まる－見る－待つ」の交通

安全行動の遵守と、運転者と歩行者の双方による、手を使った意思表示「ハンド・

コミュニケーション」も実践を推進した。  

    「ハンド・コミュニケーション」  

      横断歩道等において、歩行者は手を上げるなどして横断する意思表示を行い、運転

者は横断歩道手前で一時停止後、手を差し出し歩行者に横断を促す意思表示を行うこ
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とで、安全に横断することを確認し合うもの。 

  (3) スピードダウンの徹底 

    スピードの出し過ぎは、運転者の視野を狭くし、危険の発見や緊急時の判断を遅

らせるほか、交通事故時の衝撃が大きくなるなど、重大な交通事故をもたらすこと

から、制限速度を守ることはもちろん、交通環境や道路状況に応じた安全な走行速

度の実践を推進した。 

  (4) 飲酒運転の根絶 

    少しのアルコールでも運転に影響を与え、また、事故当事者の人生にも多大な影

響を与える重大な犯罪である飲酒運転の根絶を目指した。 

  (5) 自転車の安全利用の推進 

    「自転車は車両である」ことを自覚し、車道の左側通行の原則、整備不良車運転

の禁止等の交通ルールの遵守、ヘルメット着用や周囲の安全を思いやる交通マナー

の実践、適切な点検整備の実施により、安全な自転車利用を図った。 

 ２ 交通安全活動資料等の作成・配布  

   各季節の交通安全運動を中心に広報資料等を作成し、地区安協及び関係機関・団体

等に配布した。 

     ○ 春の全国交通安全運動用ポスター     １，２００  枚 

     ○ 秋の全国交通安全運動用ポスター       １，２００  枚 

          ○ 夏の交通安全県民運動用チラシ     １５，１００  枚 

          ○ 冬の交通安全県民運動用チラシ     １５，１００  枚 

          ○ 黄色い羽根                      ４９，０００  本 

          ○ 夏・冬の交通安全県民運動用ポスター      ８，０００  枚 

 ３ 交通安全資器材レンタル事業の推進 

  (1) チャイルドシート等の貸出  

    自動車乗車中の子どもの被害軽減を図るため、チャイルドシート、ジュニアシー

トのレンタル事業を実施し、会員等延べ５４９人（前年度対比＋２２３人 ＋６８．

４％）に６８７台（前年度対比＋２８９台 ＋７２．６％）を貸し出し、正しい装

着の仕方を指導するなど、会員サービスの向上とチャイルドシート等の普及促進を

図った。 

  (2) 交通安全教育ＤＶＤの貸出  

    内容の充実した交通安全教育ＤＶＤの整備に努めるとともに、団体や事業所、学

校に計１７３本（前年度対比－５５本 －２４．１％）のＤＶＤを貸し出すこと

で、交通安全教育の支援と交通安全意識の向上を図った。 

 ４ 会報の発行  

   各種交通安全施策をはじめ協会の活動状況を紹介した機関紙「交通いわて」を、年

４回合計２８，０００部発行して関係機関・団体に配布し、協会の活動について更な

る理解と支援の促進を図った。 

 ５ 各種メディアを活用した広報活動 

 (1) ＩＢＣ岩手放送、テレビ岩手、岩手朝日テレビ、岩手めんこいテレビ及びエフエ



4 

 

ム岩手の協力を得て、交対協が主唱する「令和４年度正しい交通ルールを守る県民

運動」の各季節運動期間を中心に、協会のロゴ入り交通安全キャンペーン放送やス

ポット放送を行うとともに、新聞（岩手日報、読売新聞、毎日新聞、産経新聞）に

交通安全運動キャンペーンを掲載して広報活動を推進した。 

 (2) ホームページに、道路交通法の一部改正や交通事故防止に関する情報など、事業

所や運転者が必要としている交通安全情報をタイムリーに掲載し、交通安全の知識

と協会活動に対する理解を深める広報を推進した。 

 ６ 参加・体験型交通安全教育資器材の活用  

   関係機関・団体が主催するイベントや交通安全教室等に、自転車シミュレータ、酒

酔い運転体験ゴーグル、クイック・アーム等の交通安全教育資器材を貸し出すことで、

県民の交通安全意識の高揚と協会の活動に対する理解の促進を図った。 

    ○ 貸出回数    １０２回（前年度対比＋   ４１回 ＋６７．２％） 

    ○ 受講者総数 ９，４７９人（前年度対比＋２，９６０人 ＋４５．４％） 

 

第５ 会議の開催 

 １ 正・副会長会議及び理事会の開催  

  (1) ５月１８日（水）県安協会議室 

    第１回正・副会長会議を開催し、定時総会の議題について協議した。 

    また、監事による令和３年度決算に対する監査会も実施された。 

  (2) ５月２５日(水)県安協会議室 

    第２回正・副会長会議及び第１回理事会を開催し、令和３年度事業報告及び同収

支決算書、令和４年度事業計画（案）及び同収支予算書（案）、令和４年度定時総

会提出議案等について審議した。 

  (3) ６月２１日（火）エスポワールいわて 

    定時総会当日、第３回正・副会長会議を開催し、総会議題の最終打合せを行っ

た。 

  また、総会終了後、第２回理事会を開催し、役員の選任について審議し、選任さ

れた。 

(4) １１月２９日（火）県安協会議室 

    第４回正・副会長会議及び第３回理事会を開催し、令和４年度上半期の事業報告、

地区連名表彰規程の見直しなどについて協議した。 

 ２ 定時総会の開催  

   ６月２１日（火）エスポワールいわて 

   令和３年度事業報告及び同収支決算書の承認、令和４年度事業計画（案）及び同収

支予算書（案）について審議した。 

 ３ 事務局長会議の開催  

   ４月２１日（木）、本年３月７日（火）に県安協会議室で事務局長会議を開催し、

当面の協会運営上の諸問題について協議した。 
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第６ 会議等への出席 

 １ 東北交通安全協会総会  

６月２３日（木）青森市内において開催され、当協会から会長及び専務理事が出席

して、令和３年度事業報告・同収支決算報告並びに令和４年度事業計画・予算（案）

等の審議が行われ、引き続いて表彰式も開催された。 

 ２  東北・北海道交通安全協会専務理事・事務局長会議  

１０月６日（木）秋田市内において開催され、当協会から専務理事及び事務局長が

出席して、当面の協会運営上の諸問題について協議した。 

 ３ 日本交通管理技術協会東北・北海道ブロック会議 

１０月１２日（水）に青森市内において開催され、県安協から専務理事及び業務係 

長が出席して、ＴＳマークの普及について協議した。  

４ 正しい交通ルールを守る運動県民大会  

   １１月１７日（木）盛岡市内において開催され、岩手県交通安全協会長が交通安全

功労者等に対し岩手県交通安全対策協議会長表彰を授与した。 

 ５ 都道府県交通安全協会専務理事会議 

   本年３月１６日（木）東京都内において開催され、当協会から専務理事が出席し、

当面の諸問題について協議した。 

６ その他  

(1)  地域交通安全活動推進委員全国研修会（６月２４日 東京都内 委員） 

(2) 交通事故相談担当者研修会（６月３０日から７月１日 東京都内 事務局長） 

(3) 幼児・高齢者交通安全教育指導員研修会 

（１０月３１日～１１月２日 東京都内 東磐井支部事務局長） 

(4) 東北交通安全協会職員研修会（１２月１日 仙台市内 経理課長、係長） 

 

第７ 交通安全競技会及び講習会の開催  

 １ 第５３回交通安全子供自転車岩手県大会（共催：岩手県警察本部 後援：岩手県） 

   児童に対する交通安全思想の普及、交通ルール及び交通安全の知識・技能を習慣付

けさせることを目的として、６月２７日（月）岩手県営運動公園内の交通公園におい

て開催した結果、３チーム１２人が参加し、成績優秀なチーム及び個人に対して岩手

県警察本部長・岩手県交通安全協会長連名の賞状、副賞を授与した。 

  (1) 団体の部 

       優勝   奥州市立玉里小学校Ａチーム 

  (2) 個人の部 

       第１位  菊 池 恵 太 （玉里小学校） 

       第２位  菊 池 琴 葉 （  同  ） 

       第３位  佐 藤 初 夏 （  同  ） 

２ 二輪車安全運転岩手県大会 2022   

（共催：岩手県二輪車普及安全協会 後援：岩手県警察本部） 

   二輪車の安全運転の知識と技能の向上を図り、交通事故の防止に資することを目的



6 

 

として、８月２１日(日)岩手県自動車運転免許試験場において開催した結果、男性１

４人、女性１人の計１５人が参加し、各クラスの成績優秀者に対して、岩手県二輪安

全運転推進委員長及び岩手県二輪車普及安全協会長連名の賞状等を授与した。  

     普通二輪クラス   第１位  菅 原 光 輝 （一関市）  

     大型二輪クラス   第１位  伊 藤 裕 康 （盛岡市） 

 ３ シニアドライバーズスクール  

（共催：日本自動車連盟岩手県支部 後援：岩手県警察本部） 

   ７月２３日（土）岩手県自動車運転免許試験場おいて、高齢運転者の交通事故防止

を図るため、参加・体験型の交通安全講習会「ドライバーズセミナー・シニアコース

岩手」を開催する予定としていたが、共催者である日本自動車連盟岩手支部（ＪＡＦ）

と協議した結果、新型コロナウィルス感染防止のため中止とした。 

 ４ グッドライダーミーティング  

(共催：岩手県二輪車普及安全協会 後援：岩手県警察本部等） 

   ５月１５日（日）、７月１０日（日）、９月４日（日）の３回にわたり、岩手県自動

車運転免許試験場において、二輪運転者の交通安全意識と技能の向上を図るため、参

加・体験型の交通安全実技講習会「グッドライダーミーティング」を開催した。 

         

第８ 各季節交通安全運動等の推進  

     ○ 春の全国交通安全運動     （ ４月 ６日～ ４月１５日） 

          ○ 自転車の安全利用推進期間   （ ５月 １日～ ５月３１日） 

     ○ 夏の交通事故防止県民運動   （ ７月１５日～ ７月２４日） 

     ○ 秋の全国交通安全運動     （ ９月２１日～ ９月３０日） 

     ○ 冬の交通事故防止県民運動   （１２月１５日～１２月２４日） 

     ○ 交通事故死ゼロを目指す日   （ ４月１０日、 ９月３０日） 

   上記交通安全運動等の効果的な推進を図るため、警察及び関係機関・団体と連携し、

広報資料の配布やラジオスポット放送、広報車による広報等を重点として推進した。 

 

第９ 交通安全功労者等の表彰 

 １ 警察庁長官・全日本交通安全協会長連名表彰  

   本年１月１８日（水）東京都内（新宿文化センター）において、「第６３回交通安

全国民運動中央大会」が開催され、県安協から専務理事以下が出席し、その席上にお

いて次のとおり表彰された。 

  (1) 交通栄誉章「緑十字金章」   

     ○ 交通安全功労者     小野寺   功  （水 沢） 

                   佐 藤 芳 夫  （遠 野） 

   (2) 交通栄誉章「緑十字銀章」 

     ○ 交通安全功労者     阿 部 禧 典  （盛 岡） 

                   佐 藤 博 文  （北 上） 

                   三 浦 啓 一  （東 磐 井)  
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                   佐 藤 鉄太郎  （釜 石)  

                   菊 池 長一郎  （宮 古） 

                   大粒来   實  （久 慈） 

     ○ 優良団体        盛岡交通安全協会仙北分会 

     ○ 優良学校        一関市立新沼小学校 

     ○ 優良交通安全協会    久慈地区交通安全協会 

 ２ 全日本交通安全協会長交通栄誉章「緑十字銅章」表彰  

     ○ 交通安全功労者        ２８名 

     ○ 優良運転者       ６８名 

 ３ 東北管区警察局長・東北交通安全協会長連名表彰  

     ○ 交通安全功労者      １７名 

     ○ 優良運転者       ２０名 

          ○ 優良地区交通安全協会  江刺地区交通安全協会 

     ○ 交通安全優良団体    江刺地区交通安全協会梁川分会 

                                      釜石地区交通安全協会平田分会  

     〇 交通安全優良学校    釜石市立唐丹小学校 

 ４ 岩手県警察本部長・岩手県交通安全協会長連名表彰（春・秋）  

     ○ 交通安全功労者      ４１名 

     ○ 優良運転者      ３９１名 

     ○ 優良団体             １７団体 

 

第 10 交通安全活動推進センター事業の推進 

   道路交通法第１０８条の３１に基づき、岩手県公安委員会から交通安全活動推進セ

ンターとして指定を受け、次の事業等を実施した。 

 １ 地域交通安全活動推進委員連絡協議会に関する事務 

   地域交通安全活動推進委員連絡協議会の連絡調整、委員が適切に任務を遂行するた

めに必要な知識等を習得するためのブロック講習会を４回開催したほか、会報を４回

発行するなど必要な事務を行った。 

 ２ その他の事務 

   道路の適正な利用に関する広報活動や道路使用許可にかかる道路調査及び交通事故

相談業務を推進した。 

     ○ 道路使用許可調査  

                履行状況       ６，８７３件（前年度対比 ＋ ７０４件） 

                回復状況   ６，７７９件（前年度対比 ＋ ６５５件） 

 

第 11 委託事業の推進 

 １ 運転免許にかかる講習事業の実施 

  (1) 更新時講習の実施  

    更新時講習は、受講者の年齢層や運転経験が多岐にわたっていることから、身近
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に発生した交通事故を具体的事例として取り上げるなど、重点を絞った理解しやす

い講習を行うように配意した。 

    また、特定任意講習については、同一水準の講習ができるよう、適正な会場の選

定に配意したほか地域の交通事情に即した講習内容となるように努めた。 

     ○ 優良運転者講習   ９４，８３２人（前年度対比 －６，１３３人） 

     ○ 一般運転者講習    １８，８１０人（前年度対比 －  ６６６人） 

     ○ 違反運転者講習    ７，８６３人（前年度対比 －  ６６９人） 

     ○ 初回運転者講習    ９，６９９人（前年度対比 ＋  ５６４人） 

     ○ 特定任意講習       ２０３人（前年度対比 ＋   １０人） 

          計          １３１，４０７人（前年度対比 －６，８９４人） 

  (2) 停止処分者講習の実施  

    停止処分者講習については、運転適性検査機（ＣＲＴ）及びシミュレータ診断な

ど、教育資器材の効果的な活用を図ったほか、実車指導能力向上のための研修を行

うなど適正な講習の実施に努めた。 

    また、「飲酒学級」については、酒酔い運転体験ゴーグルによる体験型講習を実

施するなど、飲酒運転防止のための取り組みを強化した。 

     ○ 長    期        ８２人（前年度対比  －  ３人） 

     ○ 中    期        １０８人（前年度対比  － １５人） 

     ○ 短    期       ７０２人（前年度対比  ＋  ６人） 

         計            ８９２人（前年度対比  － １２人） 

  (3) 違反者講習の実施  

    社会参加活動コース参加者に対しては、より効果の上がる活動場所や時間帯の選

定に配意したほか、実車コース参加者については、法令遵守を重点とした指導を行

った。 

      ○ 社会参加活動コース    ４０人（前年度対比 －  ３人） 

          ○ 実車コース       １９０人（前年度対比 － ２８人） 

        計              ２３０人（前年度対比 － ３１人） 

  (4) 原付技能講習の実施  

    岩手県自動車運転免許試験場、県南及び沿岸運転免許センターにおいて、原付免

許の新規取得者に対して、道路交通の実態に応じた運転実技講習を実施した。 

     ○ 自動車運転免許試験場  １０５人（前年度対比 － １２人） 

     ○ 県南運転免許センター  １３５人（前年度対比 －  ７人） 

     ○ 沿岸運転免許センター   １７人（前年度対比 ±  ０人） 

              計     ２５７人（前年度対比 － １９人） 

 ２ その他の委託事業 

  (1) 自動車保管場所証明業務  

    自動車保管場所現地調査及び同データ入力業務を実施した。 

     ○ 現地調査業務    ６８，２０７件（前年度対比 －１，１３３件） 

     ○ データ入力業務     ７２，２５５件（前年度対比 －１，４３３件） 
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  (2) パーキング・チケット管理業務  

       盛岡市内の時間制限駐車区間に設置されたパーキング・チケット発給設備にかか

る管理及び手数料収納のほか、同区間の適正な駐車の確保に関する指導を行った。 

  (3) 運転免許関係業務  

   ア 運転免許更新連絡書、高齢者講習受講通知書等の発送業務 

       運転免許の更新者に対して「運転免許更新連絡書」、「高齢者講習受講通知書」

及び「認知機能検査結果通知書」等の発送業務を行った。 

     ○ 運転免許更新連絡書  １８１，３１４人（前年度対比－ ９，２８４人） 

     ○ 高齢者講習受講通知書  ４８，６３５人（前年度対比＋ ２，２５７人） 

     ○ 認知機能検査結果通知書等 １，４７２人（前年度対比＋    １１４人） 

          計         ２３１，４２１人（前年度対比－ ６，９１３人） 

   イ 住所地以外の公安委員会を経由した免許証代理受領及び郵送業務  

     優良運転者に対して行う住所地以外の公安委員会を経由した免許証の更新申請

について、免許証の代理受領及び郵送業務を適正に行った。 

     ○ 受理件数  １１１件（前年度対比 － ７０件） 

  (4) 交通公園管理業務  

    （公財）岩手県スポーツ振興事業団から委託を受けた交通公園事業について、施

設の適正な管理と利用者の安全確保を徹底するとともに、自転車の安全な利用や正

しい乗り方についての交通指導を行った。 

     ○ 交通安全講習会    ２８回（前年度対比 ＋   ２回） 

     ○ 受講総人員   １，１３４人（前年度対比 ＋  １４人） 

     ○ 一般来場者   ２２，４３９人（前年度対比 ＋ ９３２人） 

 

第 12 部外団体イベント等への後援・協力 

     ○ ＩＢＣ交通安全キャンペーン         （ＩＢＣ岩手放送） 

     ○ 高校生交通安全ＣＭコンテストの審査・表彰  （交対協・ＩＢＣ） 

     ○ 交通安全キャンペーン放送 

         （テレビ岩手、岩手朝日テレビ、エフエム岩手、めんこいテレビ） 

     ○ 盛岡市交通安全教室                   （盛岡市） 

     ○ 岩手県交通安全公共パネル展        （県屋外広告美術業協会） 

     ○ 飲酒運転撲滅キャンペーン   （岩手朝日テレビ・めんこいテレビ） 

     ○ 黄色い手帳運動                  （テレビ岩手） 

     ○ 絵本贈呈式              （トヨタ八社会） 

 

第 13 交通安全事業に対する寄付の受納                                        

     ○  ４月 ８日 エフエム岩手         チャイルドシート ４台 

          ○     ４月２２日 トヨタモビリティパーツ（株）岩手支社 

                                                          チャイルドシート ８台 

○ １２月１２日 「小さな親切」運動岩手県本部 
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                        反射材１，５９５個(１０万円相当) 

○  ２月２１日 テレビ岩手             １３０，０００円 

     ○  ３月２４日 ＪＡ共済連岩手        チャイルドシート１０台  

                    自転車安全利用啓発チラシ ３０，０００枚  

                 高齢者安全運転啓発パンフレット １０，０００部  

 

第 14 その他 

 １ 岩手県交通安全母の会連合会の事務局業務 

   岩手県交通安全母の会連合会の事務局を担当し、通常総会（書面決裁）の開催及び

交通安全ボランティアブロック研修等を通じて、連合会の円滑かつ適正な業務推進に

努めた。 

 ２ ＴＳマーク普及のための広報活動 

   自転車の安全利用の推進と自転車事故にかかる被害者の救済を目的として、（公財）

日本交通管理技術協会との業務契約に基づき、警察及び岩手県自転車・二輪車商業協

同組合と連携してＴＳマークの普及のための広報を推進した。 

 ３ 自転車会員の加入促進  

     （一財）全日本交通安全協会が募集している自転車会員制度は、自転車利用者の交

通安全意識を高め、自転車事故を防止し、自転車の安全利用の実現に寄与する目的で

あることから、その広報に努め２５９人（前年度対比＋２人）の入会があった。 

  ※ 自転車会員には、「サイクル安心保険（賠償額１億円）」が付帯する。 

 ４ 自転車安全教育指導員の認定等  

   岩手県教育委員会の後援を受け、自転車の安全教育に従事している交通指導員及び

自転車安全教育の指導に携わる学校教諭５８人に対し、県内６地区において自転車の

安全な乗り方指導者講習会を開催し、新規自転車安全教育指導員２７人の認定登録を

行った。 

 ５ 二輪車安全運転指導員の審査等  

   岩手県二輪車安全運転推進委員会の業務として、４人の二輪車安全運転指導員資格

の取得審査を行ったほか、（一財）全日本交通安全協会が行っている二輪車安全運転

特別指導員養成講習会に１人を受講させ、二輪車安全運転特別指導員の認定登録を行

った。 

 ６ 交通安全功労者顕彰会の事務  

   交通安全活動に多大な功労があった交通警察官及び交通指導員を表彰する「岩手県

交通安全功労者顕彰会」を、１１月１０日（木）エスポワールいわてにおいて開催し、

本年度の交通安全功労者として選考された警察官 1 名、交通指導員２名を表彰するな

ど、顕彰会事務を適切に推進した。 

 ７ 県収入証紙の売りさばき事業 

   岩手県自動車運転免許試験場及び盛岡運転免許センター窓口において、運転免許更

新申請者や各種講習受講者に対する県収入証紙の売り捌きを行い、利用者の利便を図

った。 
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